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歳 入

総　 額

44億9千5百万円

歳 出

総　　額

44億9千5百万円

づくりに44億9千5百万円

町
の
家
計
簿
で
あ
る
平
成
七
年
度
予
算
が
、
三
月
定
例
儀

会
で
審
議
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
を
展
望
、
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ

る
町
づ
く
り
」
「
心
の
豊
か
な
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り
」
を

基
本
目
標
に
、
平
成
七
年
度
も
施
策
の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
平
成
七
年
度
に
ど
の
よ
う
な
町
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
る
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
編
成
に

当
た
っ
て

町
の
予
算
に
大
き
な
彫
響
を
及
ぽ

す
岡
の
予
算
編
成
は
、
公
債
残
高
累

積
体
質
の
脱
却
を
目
‥
指
し
、
歳
出
の

抑
制
を
図
り
。
公
債
依
存
度
の
引
き

ド
げ
に
最
大
限
の
努
力
を
払
う
な
ど

行
政
改
革
を
更
に
推
進
す
る
と
い
う

基
本
方
針
の
下
に
厳
し

い
予
算
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
不
況
と
所
得
税

減
税
に
よ
る
減
脱
財
源
と
し
て
約
二

兆
八
千
五
百
億
円
の
赤
字
国
債
の
発

行
。
建
設
国
債
と
合
わ
せ
た
国
債
発

行
額
は
十
二
兆
五
千
九
百
八
十
倍
円

と
な
り
、
七
年
度
末
の
発
行
残
高
は

二
百
十
二
兆
円
台
に
連
す
る
見
通
し

で
、
財
政
の
借
金
依
存
体
質
は
依
然

と
し
て
商

い
も
の
と
な

っ
て

い
ま
す

こ
の
結
果
、

。
般
会
計
予
算
規
模

は
前
年
対
比
二
・
九
％
減
の
七
十
兆

九
千
八
百
七
十
一
偉
円
と
な
り
、
四

十
乍

ぶ
り
の
超
緊
縮
型
予
算
と
な
っ

て

い
ま
す

。

歳

出

に
お

い
て

は

。
地
方

公
共

団

体
の

指
針

と
な

る
社
会

賢
本

の
整

備

に
は

。
十

九
兆

五
千
億

円

程
度

確
保

さ

れ
。

『
ふ
る

さ
と

づ
く

り
事
騫

』

『
地

方

特
定
道

路
整

備
事
業

』
な
ど

の

ほ
か

、
杜
会

福
祉

お
よ

び
ウ

ル
グ

ア

イ
ラ

ウ
ン
ド

農
業
合

意

に
伴

う
農

山
漁
村

地
域
の

活
性

化
対

策
事

業
の

一

層
の

推
進

を
図

る
と
さ

れ
て

い
ま

す

。こ

の
よ
う
な

状
況

の
下

で

、
第
一
。一

次

国
見

町
振

興
計
画

を
基

本

と
し
て

、

町
民

生
活
の

充
実

、
町

民
福

祉
の
向

上

を
図

る

た
め
租

極
的

に
各

般
に
わ

た
る
施

策

の
展
闘

を
図

っ
て

き
た

と

こ
ろ

で
す

。

平
成

七
年

度

の
予
算
編

成

に
当

た

り
、

引
き

続
き
町

政

運
瞥

の
目
標

を

「
豊

か
で

住
み
よ

い
活

力
あ

ふ
れ

る

ふ

る
さ

と
づ
く

り
」

７
む
の
豊
か

さ

を

持

り
た
人
間

碑
重

の
ま

ち
づ
く

り
』

を

ス
ロ

ー
ガ

ン
と
し

て
、

中
畏
期

的

視

点

に
立
っ
て

創
意

と
工

夫
を
凝

ら

し

、
効

果
的
な

事
業

推

進
を
図

る
と



と
も
に
、
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
、
効
果
、
公
平
妥
当
性

な
ど
の
観
点
か
ら
徹
暖
し
た
見
直
し

を
火
施
す
る
こ
と
を
予
算
編
成
の
基

本
的
考
え
方
と
し
て
編
成
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

そ
の
結
米
、
歳
入
歳
出
予
算
の
規

咬
は
円
十
四
億
九
千
五
百
万
円
と
な

り
、
対
加
年
比
二
億
九
不
七
百
万
川
、

九
・
七
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

歳
　
　

入

自
主
財
源
の
哇
と
な
る
町
税
は
、

対
前
年
比
約
三
％
増
の
八
偉
六
千
匕

万
匕
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

歳
入
の
大
宗
を
占
め
る
地
方
交
付

唯
は
、
対
前
年
比
八
・
九
％
増
の
十

九
億
六
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
公
営
住
宅
建
設

事
業
費
な
ど
の
減
に
よ
り
一
但
六
千

八
百
万
九
千
円
を
見
込
み
、
県
支
出

金
は
、
農
村
絶
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

補
助
金
な
ど
一
億
八
千
五
百
二
十
四

万
二
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

繰
入
金
は
．
Ｌ
野
台
運
動
広
場
建

設
事
業
、
仮
称
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
建
設
事
業
、
勤
労
者
福
祉
施

設
建
設
事
業
の
推
進
に
、
財
政
調
整

基
金
。
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
、
上
地

開
発
事
業
特
別
会
計
か
ら
四
億
一
千

九
百
九
十
五
万
六
千
円
を
繰
り
入
れ

す
る
と
と
も
に
、
諸
収
入
に
は
、
水

資
源
対
策
賢
な
ど
一
億
六
千
六
十
万

三
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

町
債
に
は
、
地
域
総
合
健
備
事
業

の
上
野
台
迎
動
広
場
建
設
事
業
、
さ

ら
に
仮
称
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
述
設
事
業
、
福
島
地
方
行
政
事
務

組
合
出
資
金
な
ど
に
合
わ
せ
て
四
億

一
千
百
九
十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
脱
等
の
一
般
財
源
は

ニ
ト
二
億
四
千
八
百
二
十
匕
万
三
ｆ

円
と
な
り
、
歳
人
全
体
に
占
め
る
割

合
は
七
十
二
・
三
％
と
な
っ
て

い
ま

す
。歳

　
　

出

歳
出
で
は
、
継
続
寥
業
と
し
て
進

め
て
い
る
上
野
台
運
動
広
場
建
設
事

業
二
億
八
千
六
百
五
十
九
万
五
千
円
、

仮
称
大
木
戸
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
七
千
二
百
五
卜
万
円
、
水
資

源
対
策
費
八
千
四
十
四
万
五
千
円
を

は
じ
め
．
町
道
整
備
事
業
、
農
林
道

整
備
事
業
費
等
を
計
上
し
、
投
資
的

経
費
の
総
額
は
十
二
億
二
千
四
百
四

万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
．

こ
の
ほ
か
、
ソ
フ
ト
事
業
と
し
て

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
一
屑
の

推
進
を
は
じ
め
、
乳
幼
児
医
療
費
助

成
の
一
歳
延
長
、
婦
人
の
健
康
診
査

に
骨
袒
鬆
症
検
診
を
加
え
る
な
ど
の

ほ
か
、
国
際
化
、
商
齢
化
の
進
行
、

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た

施
策
の
推
進
に
そ
れ
ぞ
れ
所
要
の
経

費
を
計
上
し
て

い
ま
す
．

平 成 ７ 年度
一般会計予算

活力ある町

一般会計当初予算の推移 ＿予算総額

目的別歳出予算の内訳

１人当たりの予算は
373,960円

土 木 費

39  物 87 円

歓 育 費

59.  1円

公 債 費
43.5 円

● 林水産業 輿

引 .  5  ･円

衛 生 費

59 円

総 務 費

63  `  0円

民 生 費

35,288円

搬会費

消防費

商工費など

42 ﾖ 供川



６つの柱を基本に

｢豊かで住みよい活力あふれる町づくり｣ を推進

快適で住みよい町づくりの推進

道路 の整 鰯i｛維 持管 理及 び新 設改良 ｝　　　　3112,9j19

河川 等の整 備　　　　　　　　　　　　　　　ll  . IIO

鄒: 計 画 途 見11（ し調 査等　　　　　　　　　　8.575

板 睛南宅地 開 発 域本流,l¶一等　　　　　　　　　67, ０【Ｘ】

公jt 下水遺事業　　　　　　　　　　　　　 幻 2

水道 川 水供給 企業141川 資 金， 負担 余　　　　　　60.435

水資源 の確 保｛.水資 源対 策‘li業 ｝　　　　　　84 ）,･145

ごみ処理 刔衵　　　　　　　　　　　　　　　2 ｛1.326

合併処 理浄 化槽 設置 整備 裲助　　　　　　　　･1.6:ll

地 籍調 轟 嘶業の 棚進 （ 藤Ill地li:）　　　　　　 ，17,212

安 心 し て 暮 ら せ る 町 づ く り の 推 進

消防靤､没祭備　　　　　　　　　　　　　　　12､143

常備消防組介負担金　　　　　　　　　　　　119､191

＆楝検診および予防接睡　　　　　　　　　　 Ｍ.362

国保会計織出　　　　　　　　　　　　　　　58.292

人間ド･J夕事業　　　　　　　　　　　　　　8.755

老人保健会計級出　　　　　　　　　　　　　35.918

公立藤111総合病院負担金　　　　　　　　　　3  燔 .57S

商齢者いきかい対策･抔業　　　　　　　　　　12 。U5

在宅老人福祉対策　　　　　　　　　　　　　34)｡776

デイサー－ピス事業　　　　　　　　　　　　　27.277

身体障害者福祉の推進　　　　　　　　　　　ｰ  8.777

児童福祉の推進　　　　　　　　　　　　　　ｰ  07 32

町社会福祉協議会運営等補助　　　　　　　　　4  靆

町1.1:会福祉協議会委託事業　　　　　　　　　.  3

国見町の将来を担う人材育成の推進

県北中体育館駆仰　　　　　　　　　　　　　3  642

学校給食の充実（給食センター分担金）　　　･ 靆 63

小111学校教材.SI 品の充実　　　　　　　　　ｰ  0 , 5

杜会教育の推進　　　　　　　　　　　　　　7, ３･14

文化事業の推巡　　　　　　　　　　　　　　21,584

スポ一 ソの振興と団体育成　　　　　　　　　　7.

外国人青年招歓事業（外国人英語教師）　　　･1,984

11独スポ一ソ少年団文流事楽　　　　　　　　　1,1 ０0

町民総参加の町政推進

地区懇談会の川催・広報晒動の充実　　　　　　3  . 2

町政功労者の表彰　　　　　　　　　　　　　　98 ８

行財政体制の充実

町内会等組織との連携強化　　　　　　　　　ｰ  0 靆 46

適正公正な課峻の推進（上地鑑定評価業務）　　6.448

電算化による嘔務の幼率化　　　　　　　　　　 日 .592

町務会計システム尋入に伴う財政運営の効率化　　8.270

水璞瞳事業（覩月 蝕公園）



平成７年度

主　要　 施　策

活 力 あ る 町 づ く り の 推 進

｛啾位：ｒ 川｝

国 上利 用計 両策定　　　　　　　　　　　　　2. ０４０

」:業の 振興 青成 （工場 等設 置奨励 金の 交f,l）　　　l.  5

商ｺl 会の育 成補助 等　　　　　　　　　　　　6,750

中小企業 金 融対策 （預 託金の 増資 ）　　　　　16. （x）0

労働者 金融 対策　　　　　　　　　　　　　　2  7

勤劣 者福祉 施設建 設事 楽　　　　　　　　　　2.  9

水Ⅲ営 農活性 化対 策の推 進　　　　　　　　　　 ８,680

農業 経営基ｉ 強化 促進 事業　　　　　　　　　　1,826

農業 改良椎 進　　　　　　　　　　　　　　　3.07･1

新農 産漁村 振興特 別 対策事 業　　　　　　　　　2, ０｛ｘj

畜産 の振興 対策　　　　　　　　　　　　　　2.87

農道 等の整 備　　　　　　　　　　　　　　　25,54 ×3

県営 水環境 整備事 業 負担 金 （観月 台）　　　　　 広 5. ( 員 浦

県曹 爾場整 備事業 （ 小坂地|!0 　　　　　　　ｰ  3.5

大 枝湛 水防 除施設 整備 事業 負担金　　　　　　　15  ､ 470

農村 総合 雛備モデ ル事業 賢　　　　　　　　　7L2

林道 の整備　　　　　　　　　　　　　　　　23.  2

森 林病 害 虫防除 （松食 い虫 ）　　　　　　　　　9,210

後継 者の 育成　　　　　　　　　　　　　　　2.  よ 2

タウン情 報ふる さと ネ ーj卩7 － ク　　　　　　　　j112

E 野台運 動広場 鍵備 事業　　　　　　　　　　288,05 ｓ

ふ るきと振 興 基金積 立　　　　　　　　　　　3  2

（ 仮称） 大木 戸ふれあ い セン ター建 設事業　　　75.7  側

特別会計・財産区会計

水道事業会計当初予算

私たちの生活に欠かすことのできない特別会計は、17位I,5(X)

万円、財産区会計は、1,900万円の予算か計上されて

います。

特 別 会 計

（単位：千円）対前年比％

国民健康保険　　　　　　　　　　7.  ( △ し 2 )

老人保健　　　　　　　　　　　　 】 , 525　ld. 0 )

渇水対策施設　　　　　　　　　　12,256 （　1.5 ）

只岡簡易水道　　　　　　　　　　　9  , 0 (　3.3  )

育　 英　　　　　　　　　　　　　4.  行 5 (△6.3  )

公共ド水道　　　　　　　　　　　249.  3 (　12.2）

土地闘発事業　　　　　　　　　　7  し ) (△.89.1)

計　　　　　　　　　　　l.  れ 5 ､ 5 △2 し の

財 産 区 会 計

【単 位： 千円】 対前 年比Ｓ

入山財 産区　　　　　　　　　　　9.4 △6.  の

藤 田財 産区　　　　　　　　　　　　　7  (　10.jl ）

大木戸 財産 区　　　　　　　　　　　　ｰ  79 (　37.  の

計　　　　　　　　　　　　ｰ  9.  7 △6.2 ）

より質 の高 い生 活 用水の安 定 供給 を目指 し。 水道事業 会

計 の予算 は 次のよ うに な ってい ます。

水道事業会計

( 単位:T  ･ 円 )

区　　　　 分 収　 入 支　 出

収　益　的 収　攴 ｰ 靆 61 7.3 幻

資　本　的 収　支 ０ 3L763



町

職

員

の

人

事

異

動

～
行
政
組
織
の
充
実
を
図
る
～

町
職
員
の
人
事
異
動
が
四
月
一
日
付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
管
理
職
三
名
を
含
む
五
名
が
退
職
し
た
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
五
名
の
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に
全
面
的
な
行
政
機

構
の
改
革
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

■
退
　
職
（
　
）
内
は
旧
任

▽
渡
辺

等
（
水
道
課
長
）

▽
井
砂
研
二
（
下
水
道
課
長
）

▽
天
野
英
子
（
藤
剛
保
育
所
艮
）

▽
佐
藤
春
夫
（
税
楞
踝
ま
幹
）

▽
中
野
孝
雄
（
企
画
課
主
任
主
査
）

▽
古
宮
睦
男

梁
川
町
立
山
舟
生
小

教
頭
（
生
涯
学
習
課

派
遣
社
会
教
育
主
事
）

回
新
採
用

▽
税
務
課
課
税
保

佐
藤
智
明
▽
農

村
整
備
課
農
地
整
備
係

大
勝
宏
二

▽
総
務
課
財
政
係

高
檎
芙
代
子

▽
建
設
課
建
設
係

鑓
水
竜
一
▽
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係

榊
英
則

■

異
動
及
び
昇
格
｛
　
｝
内
は
旧
任

▽
都
市
盤
仰
課
長
（
建
設
課
長
）
裂

田
善
泊
▽
保
健
福
祉
課
畏
（
住
民
福

祉
課
長
）
高
橋
弘
信
▽
住
民
課
長

（
保
健
課
長
）
佐
藤
則
雄
▽
農
村
整

備
課
艮
（
農
林
踝
主
幹
兼
課
長
補
佐
）

菊
地
孝
吉
▽
建
設
課
長
（
建
設
課
長

補
佐
兼
建
般
係
長
）
後
藤
澄
雄
▽
水

道

課
長

（
総
務

課
長
補
佐

兼

庶
務

係

長

）
吉

田
俊
江

▽
藤
田

保
育
所

畏

（
住
民
福

祉

課
長
補
佐

兼
福
祉

係

長
）

小

野
智
義

▽
住

民
課

主
幹
兼

戸
籍

住

民

係
長

（
住
民

福
祉

課
主
任

主
査

兼

住
民

係

長
）
松

浦
京
子

▽

都
市
整

備

陳

長
輔
佐

兼
下

水
道

係
長

（
下

水

辺

譟

主
任

主
査
兼

下
水

道
係
長

）
阿

部

正

▽
総

務
課

主
任
主

査
兼
庶

務
係

長

（
総
務

課
主

任
主
査

兼
財

政
係
長

）

武

田
幹

夫
▽

総
務

腺
主
任
主

査
兼

財

政
係
長

（
農

林
課
主

任
主
査

兼

農
林

振

興
係

長
）

佐
藤
政

弘
▽
企

画
商

工

課

主
任

主
査
兼

国
土

調
査
係

長

（
会

計

室

主
任
主

査
兼
出
納

係

長
）
武

田

智

▽
税

務
課

主
任
主

査
兼

課
脱

係
長

（
税

務
蹂
主

任
主
査

兼
徴

収
係

長
）

渡

辺
ア

ヤ
子

▽
税

務
課
主

任
主

査
兼

収
納
係

長
｛

建
設

課
主
任

主
査

兼
管

理
係
長

｝
渋

谷
和
洋

▽

農
林
課

主
任

主
査
兼

農
林

振
興
係

長

（
税
務

課
主

任
主
査

兼
賦

課
係

長
）
吉

田
吉

夫
▽

建
設

課
主
任

主
査
兼

維
持

管
理

係
長

（
農
林

課

主
任
主

査
兼

農
林
土

木
係

長
）
八
巻
忠
義
▽
保
健
福
祉
課
福
祉

係
艮
（
総
務
課
主
査
文
＆
係
）
佐
藤

弘
利

▽
保
健
福
祉
課
主
任
保
健
婦
保

健
娩
進
係
長
｛
保
髄
課
主
任
保
健
婦

保
健
衛
生
係
｝
菅
原
文
子
▽
農
村
整

仰
課
農
地
整
備
係
長
（
農
林
課
主
査

農
林
土
木
係
）
村
上
健
一
▽
建
設
蹼

建
設
係
長
（
下
水
道
課
主
査
下
水
道

係
）
遠
藤
喜
正
▽
会
計
室
出
納
係
畏

（
総
務
課
主
査
財
政
係
）
菅
野
信
朗

▽
税
務
踝
主
任
主
査
（
農
業
委
貝
会

事
務
局
主
任
主
査
）
佐
藤
光
一
▽
都

市
鍵
備
課
主
任
主
査
下
水
道
係
（
企

両
商
工
課
主
任
主
査
企
画
商
工
係
）

後
藤
登
美
子
▽
水
道
課
主
任
ｔ
査
業

務
係
（
保
健
諜
主
任
主
査
国
保
保
ｙ

大
波
サ
ト
子
▽
税
務
課
主
任
主
査
固

定
賢
産
係
（
水
道
課
主
任
主
査
業
務

係
）
中
山
ミ
エ
子
▽
農
業
委
員
会
事

務
局
主
任
主
査
（
学
校
教
育
課
主
任

主
査
学
校
教
育
係
）
菊
地
軽
子
▽
企

画
課
主
任
主
査
国
土
調
査
係
（
企
画

課
主
査
国
土
調
査
係
）
谷
津
富
夫
▽

水
道
課
主
任
主
査
施
設
係
（
水
逆
課

主
査
施
設
係
）
赤
坂
斎
▽
水
道
課
主

任
主
責
施
設
係
（
水
道
課
主
査
施
設

係
）
佐
藤
光
―
▽
総
務
課
主
査
文
書

広
報
係
（
生
岨
学
習
課
主
査
文
化
係
）

引
地
真
▽
保
健
福
祉
課
主
査
柵
祉
係

（
住
民
福
祉
課
主
査
年
金
係
）
中
田

利
枝
▽
保
他
柚
祉
課
主
査
岡
保
係

（
税
務
課
主
査
固
定
資
産
係
）
武
田

京
子
▽
農
村
整
備
課
主
査
農
村
整
備

係
（
建
設
課
主
査
建
般
係
）
佐
久
間

正
▽
建
設
課
主
査
建
設
係
（
農
林
課

主
査
農
林
土
木
係
）
佐
野
功
▽
都
市

整
備
課
主
査
下
水
道
係
（
農
林
課
主

査
ａ

林
振
興
係
）
引
地
由
則
▽
保
健

福
祉
課
主
査
福
祉
係
（
生
涯
学
習
課

主
査
管
理
係
兼
体
育
係
）
飯
沼
正
▽

総
務
課
主
査
財
政
係
（
農
林
課
主
事

農
村
整
備
計
画
班
）
羽
根
洋
一
▽
住

民
躁
主
査
生
活
環
境
係
（
税
務
課
主

事
賦
課
係
）
佐
藤
光
男
▽
農
村
整
備

課
主
査
農
地
整
備
係
（
建
設
課
主
事

建
設
係
）
阿
部
正
一
▽
農
林
課
農
林

扱
興
保
（
住
民
福
祉
課
福
祉
係
）
安

藤
充
岬
▽
企
画
商
工
課
企
画
商
工
係

（
保
健
課
保
健
衛
生
係
）
渋
谷
康
弘

▽
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
総
務

課
財
政
係
）
阿
部
善
徳
▽
住
民
課
年

金
係
（
総
務
課
庶
務
係
）
斎
藤
雅
敬

▽
農
林
課
農
林
振
興
係
（
農
林
諜
農

林
振
興
係
）
実
沢
隆
之
▽
住
民
課
戸

籍
住
民
係
（
住
民
柵
祉
課
戸
篇
住
民

課
）
古
川
笑
子

教

職
員

の

人

事
異
動

■
退
　
職
｛
　
｝
内

は
旧
任

▽
荒

洋
（
県
北
中
教
諭
）

▽
金
子
靖
子
（
県
北
中
教
諭
）

▽
鶴
巻
正
子

福
島
大
学
助
教
授

（
藤
田
小
敦
諭
）

■
転
　
出

▽
梁
川
町
立
梁
川
小
校
長
（
藤
田
小

校
長
）
畠
腹
順
一
▽
半
田
醸
芳
小
校

長
（
藤
田
小
教
頭
）
佐
藤
洋
一
▽
大

石
小
校
畏
（
県
北
中
教
頭
）
鈴
木
源

二
郎
▽
梁
川
町
立
富
野
小
教
頭
（
小

坂
小
教
頭
）
酒
井
方
子
▽
山
舟
生
小

（
藤
田
小
）
増
子
暁
子
▽
浪
江
町
立

誚
戸
小
（
藤
田
小
）
稲
垣
隆
一
▽
郡

山
市
立
御
舘
小
（
藤
田
小
）
白
石
裕

子
▽
笹
谷
小
（
森
江
野
小
）
佐
藤
啓

▽
鳥
川
小
（
大
木
戸
小
）
山
内
雄
和

▽
伊
達
畸
小
（
大
木
戸
小
）
門
脇
勇

▽
松
陽
中
（
県
北
中
）
石
崎
勝
哉
▽

桃
陵
中
｛
県
北
中
｝
菊
田
勉
▽
養
護

教
育
セ
ン
タ
ー
（
県
北
中
）
舟
山
正

博
▽
南
郷
中
（
県
北
中
）
安
斎
雅
久

－

転
　
入
　
（
　
）
内
は
旧
任

▽
藤
田
小
校
長
（
伊
達
東
小
校
長
）

大
槻
太
▽
藤
田
小
教
頭
（
富
野
小
教

頭
）
大
河
内
邦
夫
▽
小
坂
小
教
頭

（
養
護
教
育
セ
ン
タ
ー
）
原
田
徳
好

▽
県
北
中
教
頭
（
霊
山
中
敬
頭
）
遠

腰
治
一
郎
▽
藤
田
小
（
富
野
小
）
菅

野
賻
岬

▽
藤
田
小
（
福
鳥
市
立
済
明

小
）
穴
澤
ひ
さ
子
▽
藤
田
小
（
大
石

小
）
黒
須
律
子
▽
藤
田
小
（
新
採
用
）

矢
澤
佐
智
子
▽
森
江
野
小
（
二
本
松

市
立
大
平
小
）
蓬
ｍ

孝
夫
▽
大
木
戸

小
（
瀬
上
小
）
佐
藤
幸
英
▽
大
木
戸

小
（
石
田
小
）
鴨
川
律
子
▽
大
木
戸

小
（
い
わ
き
市
立
磐
崎
小
）
中
丸
美

穂
▽
県
北
中
（
松
隅
中
）
小
野
忠
▽

県
北
中
（
西
根
中
）
佐
藤
達
志
▽
県

北
中
（
大
笹
生
学
園
）
佐
藤
良
弘
▽

県
北
中
（
新
採
用
）
五
十
嵐
済
人
▽

県
北
中
（
新
採
用
）
鈴
木
由
記
子



国　見　町　　　　　 組　織　表

町長 冨 永 武 夬　 助役 大 波　　 健　 収入役 大 内 正 美　 教育長 粛 藤　　 久

課　　　　 名 課　　 長 主 幹 及 び
課 長 補 佐

係　 名 係　　 長 係

総　 務　 課 佐野 貞治

庶　 務

財　 政

文書広報

震田 幹夫

佐藤 政弘

吾妻 正子

松田きよ江、佐藤 克成、村上 典子

松浦 英夫、斎藤 隆義

羽恨 洋一、商橋美代子

引地　 真

企 画 商 工 課 吉田　貞男
企画商工

国土調査

佐藤　 孝

武田　 智

羽根田孝司、渋谷 康弘

谷津 富夫、斎藤 忠一、巾條 仲喜

税　 務　 ａ 春日　一憲
課　 脱

固定資産

収　 納

渡辺アヤ子

奥山 隆夫

渋谷 和洋

佐藤 光一

武田 友江．半澤 一隆、世藤 智昭

八巻芙技孔 中山ミエ子

渡邊 和巳

住　 民　 課 俟藤 則雄 松浦 京子

戸籍住民

生活環塊

年　 金

松浦 京子

佐藤 和夫

佐藤 幸子

安藤 幸江．黒沢 敦子、古川 笑子

佐藤 光男

斎藤 雅歌

保 健 福 祉 課 高橋 弘信 古川 比司

福　 祉

保健増遠

国　 保

佐藤 弘利

菅原 文子

古川 比iJ

中田 利枝、武田 正裕、東海林八重子

（兼）飯沼　 正

篷田 恭子、佐藤水無子

中野 成孔 武田 京子

保　 育　 所 小野 智義 木口 絹子
後藤加代子、古田 邦子、倉田由美子

吉田 和子、渋谷 啓子

農　 林　 課 古田 孝夫
(高橋正夫)

農林振興

農　 地

古田 古夫 武田 慶子，吉田 義勝、安藤 充輝、実沢 隆之

(菊地軽子)

農 村 整 爾 課 菊地 孝古
農村整備

農地整備

八鳥 英雄

村上 健一

佐久間 正、蓬田 英右

高子 宏子、阿郎 正一、人勝 宏二

建　 設　 課 後藤 澄雄
建　 設

織持管興

遠藤 喜正

八巻 忠義

佐野　 功、村上 幸平．大津 香織、鑓水 竜一

松浦 昭一

都 市 整 繝 課 須田 善治 阿部　 正
都市整卿

下 水 道

安田 博三

阿部　 正

後藤 浩子、菊地 弘美

後藤登美子．引地 由則．鈴木 哲也

農 業 委 員 会

事　 務　 局

高檎 正夫

(兼農地係)
菊地 軽子（兼農地係）

会　 計　 室 出　 納 菅野 信朗 谷潭美代子

議 会 事 務 局 佐竹 弘治 菊地 富子

水　 道　 課 古田 俊江 佐久閥靖明
裏　 務

施　 設

佐久間靖明

八巻 秋夫

大波サト子

佐藤 光男、赤坂　 斎

教

育

委

員

会

学校教育課
次長

大濆 敏男
小池 芳男 掌校教育 小池 芳男 佐竹 朝子、榊　 英則

生涯学習課

公 民 館
鈴木 捷治 吉ｍ 輝謾

管　 理
社会体

冫

生漉学習

文化扱興

吉田 輝雄

小西 春彦

安藤 信男

宍戸 浩寿、（蕈）飯沼　 正

曳地 晴美

松野 彎子、阿部 荐億

校 （園） 名 校 （圍） 長 教　　　　 頭

小 坂 小 学 校 佐　藤　 忠　 雅 原　 田　 徳　好

藤 田 小 学 校 人　 槻　　　 太 大河内　 邦　 夬

轟 江 野 小 学 校 渡　 郎　正　 悛 佐々木　 二　郎

大 木 戸 小 辛 校 田　中　 吉　 明 坂　 内　 明　夫

大 枝 小 学 校 加　 藤　久　 嗣 渡　 辺　 勝　則

県 北 中 学 校 斎　 藤　一　 哉 遠　 藤　 治一郎 和 泉　喜久夫

藤 田 幼 碓 側 大　t規　　　 太 大河内　 邦　 夬 田 中 陽 子　 紺 野 かず子　 阿 郎 正 子

森 江 野 幼 稚 圍 渡　 郎　正　 俊 佐々木　 二　郎 素 藤　アィ子　 斎 藤 由起子



小
中
学
校
入
学
式

四
月
六
日
。
町
内
の
小
学
校
と
中
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
教
育
委
員
会
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、
新
入
学
の
総
数
は
、

小
学
生
が
百
十
人
（
前
年
と
同
数
）
、
中
学
生
が
百
五
十
九
人
（
前

年
比
二
十
八
人
増
）
。
春
本
番
を
思
わ
せ
る
暖
か
い
日
差
し
の
中
。

そ
れ
ぞ
れ
の
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

す
こ
や
か
に

た
く
ま
し
く

森
江
野
小
（
渡
部
正
俊
校
長
）
で

は
、
午
前
十
時
に
一
年
担
任
、
蓬
田

畢
夫
教
諭
に
連
れ
ら
れ
た
新
一
年
生

十
九
人
が
入
場
し
た
あ
と
、
渡
部
校

長
か
「
困
・
て
い
る
お
友
達
か
い
た

ら
み
ん
な
で
助
け
て
あ
げ
ま
し
よ
・
ご

と
話
し
か
け
る
と
、
と
な
り
に
座
っ

た
友
達
と
顔
を
見
合
わ
せ
て
に

ご

』

ま
た
、
冨
永
町
艮
か
ら

一
元
気
に
、

た
く
ま
し
く
成
長
し
て
く
だ
さ
い
‘

と
励
ま
し
の
こ
と
ば
が
か
け
ら
れ
た

あ
と
、
教
科
蠡
と
入
学
猊
品
が
新
一

年
生
の
代
表
に
送
ら
れ
ま
し
た
．

最
後
に
、
六
年
生
の
村
ｈ
智
香
さ

ん
か

『
勉
強
は
ら
よ
っ
ぴ
り
大
変
だ

け
ど
．
と
っ
て
も
楽
し
い
と
こ
ろ
で

す
‘・
と
歓
迎
の
こ
と
ぱ
を
述
べ
ま
し

た
．

小学校入学式 (  江 野小ﾝ

心
身
を
鍛
え

自
分
を
高
め
て

県
北
中
（
斎
藤

。
哉
校
長
）
の
人

幸
式
は
、
六
日
午
後
一
時
ニ
ト
分
か

ら
同
皎
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
か
行
進
曲
を
演
奏
す
る

中
入
場
し
た
新
一
年
生
百
五
十
九
人

は
、
少
し
緊
張
気
味
の
豪
情
。

斎
藤
校
長
か
入
学
を
許
可
し
た
後
、

『
自
分
自
信
の
可
能
性
を
高
め
て
く

だ
さ

い
』
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
冨
永
町
長
は
「
秋
に
は
ｈ

野
台
迎
動
広
場
か
完
成
し
、
さ
ら
に

は
多
日
的
屋
内
運
動
場
を
建
設
す
る

こ
と
か
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
殿
を
有
効
に
使
っ
て
、
心
身
を

鍛
え
て
く
だ
さ
い
』
と
激
励
。

そ
し
て
、
新
一
年
生
を
代
表
し
て

熊
田
基
志
君
か

『
勉
強
と
部
活
動
に

一
生
懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
』
と
誓

い

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
式
は
終
ｒ

し
ま

し
た
。

誓い のこ とば （中学校入学式・熊田 巻志君）

幼
稚
園
・
保
育
所
で
も

人

園

式

小
中

学
皎
の

入
学

式
の

他
に
．

藤

田
と
轟
江

野
の

二
幼

稚
闘

、
藤

田
保

育

所
で
も

人
闘

式

が
行
わ

れ
ま

し
た
．．

須
田
さ
ん
ら
が
退
団

渡
辺
さ
ん
ら
十
名
が
入
団

～

町
消
防

団
辞

令
交
付

～

四
月
三
日
、
町
消
防
団
の
辞
令
交

付
式
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

冨
永
町
長
が
、
佐
藤
忠
美
団
長
に

辞
令
を
交
付
し
た
後
、
退
団
さ
れ
る

須
川
寛
一
分
団
長
ら
に
感
謝
状
を
贈

り
、
こ
れ
ま
で
の
消
防
行
政
へ
の
協

力
を
劣
い
ま
し
た
。

そ
の
後
。
階
級
異
動
団
貝
や
新
し

く
入
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
佐
藤
団
艮

が
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。
「

新
た
に
加
入
し
た
団
員
の
み
な
き

ん
は

’消
防
団
活
動
に
柿

。
杯
励
ｔ
″

ま
卞
い
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

今
回
、
辿
団
す
る
団
貝
の
皆
さ
ん

は
、
三
十
七
年
の
消
防
団
員
歴
を
持

つ
須
田
分
団
長
を
は
じ
め
、
消
防
団

活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
き
た

方
々
ば
か
り
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご

ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
人
団
さ
れ
た
み
な

さ
λ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
退
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

須
川
寛
一
（
在
職
三
十
七
年
）

松
田
和
男
（
同
二
卜
七
午
三
月
）

遠
藤
久
幸
（
同
二
十
六
年
）

渡
辺
系
雄
（
同
二
十
五
年
）

玉
手
元
治
（
同
二
十

．
年
）

松
浦
新
一
（
在
職
ニ
ト

ー
年
）

村
上
清
正
（
同
二
十
一
年
）

後
藤
正
勝
（
同
一
．
十
年
九
月
）

古
田
　
正
（
同
九
年
）

佐
藤
正
勝
（
同
九
年
）

宍
戸
仁
志
（
同
五
年
十
川
）

赤
坂

昇
（
同
三
年
）

鈴
木
正
一
（
同
三
年
）

■
入
団
さ
れ
た
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）

紺
野
秀
人
　

菅
野

伸

渡
辺
輝
奥
　

実
沢
喜
平

蓬
田
祐
市
　

斎
藤
信
人

鈴
木
正
則
　

松
田
征
雄

斎
藤
由
吉
　

阿
部

岬

略謝状を賢ける渡辺 さん



観
月
台
公
園
親
水
施
設
仮
オ
ー
プ
ン

～
水
と
緑
・
心
潤
う
観
月
台
～

「
水
と
緑
、
心
の
ふ
る
さ
と
観
月
台
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
、
平
成
二
年
度
か
ら
県
営
事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
観

月
台
溜
池
と
親
水
公
園
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
三
月
二
十
九
日
に
仮
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
公
圃
は
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
文
化
ゾ

ー
ン
に
隣
接
し
、
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
に
心
が
け
た

施
般
で
す
。

仮

オ
ー
プ

ン
の
式

典

に
は

、
悶
係

者

ら
約

五
十

人

が
出

席

し
、

神
事
の

後
、
冨

永
町

長

が
｛

県
内

に
誇

れ

る

立
派

な
施

設
か
で

き

ま
し
た
ヽ

と

あ

い
さ

つ
．
中

原
洋

県
北

農
地

事
隲

所

長
か

睨
辞

を
述

べ
、
水

上

冬

ア
ー
ジ

に
架

か
る

’月
見

喃

』
と

’陀
兇

橋
」

の
両

側
で

テ

ー
プ
カ

″
卜
を

し

、
参

加
者

全
員

で
渡

り
初

め
を

し
ま

し
た

、

水

上

ス
テ

ー

ジ
は

、
観

月
台

公
園

の

中
心

に
あ

る

．’
．ｇ

溜
池

の
中

央
部

に
設
け

ら
れ

、
幅
約

十

メ
ー
ト

ル
．

妊
さ

が
約
ニ

ト
ノ

ー
ト

ｔ
で
幢

々
の

イ

ベ
ン
ト

に
利

附

で
き

ま
す

、

ま

た
、
こ

の
整

倫
事
業

は

総
工

費

約
五
億

六
不

万
円

で
県

が
施
工

し

、

吸

地

面
積

は
約
丘

卜
万

平
方

メ

ー
ト

ル
．

平
成

八
年
度

完
成

を
日

指
し

て

い
ま

す
．

◆
今

回
完

了
し

た
工

事

●
親

水
景

観
保

全
施

設

土
工

、
取
水

工

．
観
水

護

岸
、

波
除

工
等

・

生

態
系

保

全
施
設

魚

巣
プ

ロ

″
ク
．
汚

水
排

水
等

・

利

川

保
全
施

般

逝
歩

道

、
緑

化
植
栽

、

淑
屋

、

水

上
ス
テ

ー

ジ
．
照

明

設
偏

、

ベ
ン
チ

．
ト

イ

レ
等

◆
平
成
七
年
度
以
降
施
工
予
定
の
主

な
施
設

・
一
号
溜
池
の
整
備

せ
せ
ら
ぎ
水
路
、
子
ど
も
の
水

遊
び
場
、
芝
広
場
．
緑
化
植
栽
、

東
Ｍ
、
水
飲
み
鳩
、
ト
イ
レ
等

一

二
号
溜
池
の
繋
備

噴
水
施
設
、
緑
化
植
栽
、
照
明

般
備
．
車
イ
ス
用
ス
ロ
ー
プ
、

●
そ
の
他

全
体
施
設
案
内
板
、
各
施
設
案

内
板

テープカ ノト

(観 月齢公圃・月見楫で〉

お　　　ね　　　が　　　い

●震 犬迷動時のフンの後始末． タバコ粐･吸い驫 、ゴミ．空 き缶等は お 持

帰 りくだ さい.
●功児や歩 行?S･保躪のため．歩道内にlj 、l:|転車．ロ ーラーポート．口･　

ラースケ ート、 バイク等の乗II 人れはおやめ ください.

●サクをのりこｊ.て．中に 人もないでください.
l 池の最 深田 ま 3 ｰ 鷓以 Ｌあ･Ｊｊｔ からとても危啝 ですl

●樹木は 大切に．

後
継
者
媒
酌
人
に

感

謝

状

町
で
は
、
活
力
あ

ふ
れ
る
町
づ
く

り
の
担

い
手
を
確
保
す
る
た
め
「
岡

見
町
後
継
者
対
策
協
議
会
」
を
設
置

し
、
後
継
者
不
足
の
解
消
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
媒
酌
人
報
償
金
制
度
を
設

け
、
花
嫁
、
花
婿
を
お
世
話
し
た
媒

酌
人
に
報
償
金
を
贈
っ
て
い
ま
す
。

平
成
六
年
度
後
継
者
結
幡
媒
酌
人

感
謝
状
贈
呈
式
が
、
三
川
二
十
七
日
、

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
に

お
い
て
行
わ
れ
、
関
係
者
な
ど
五
十

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
式
で
は
、
冨
永
武
夫

町
長
か
あ
い
さ
っ
を
吁

。・
た
の
に
続

き
、
鈴
木
師
傅
さ
ん
（
藤
田
字
一
丁

田
Ξ
、
ト
ニ
の
六
）
ら
二
十
二
名
の

一
般
後
継
者
結
婚
媒
酌
人
と
村
上
良

一
さ
ん
（
郡
山
市
虎
丸
八
の
七
）
ら

八
名
の
農
業
後
継
者
媒
酌
人
に
感
謝

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
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●

お

知
ら
せ

●

県

青

年

海
外

派

遣

事

業

「
若
人
の
翼
」
団
員
募
集

◇

応
募

条

件

県
内

に
居
住
す

る
二

十
歳

か
ら
ミ

十
五
歳

（
平
成

じ
年
四

月

１１

μ

現
在

）
ま
で

の
勤

労
費
年

◇
募

集
人

敗

団

貝
　

六
十
名

◇

派
遣
時

期

平
成
し
年
九
月
十
三
日
困
出
発
予

定
◇
派
遣
種
類
お
よ
び
主
な
内
容

巾
地
域
間
交
流
コ
ー
ス

《
北
米
派
遣
、
中
国
派
遣
》

・
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
や
現
地
睥
年
と

の
交
流
聆
を
通
じ
て
友
好
を
深

め
る
。

・
自
然
体
験
を
通
し
、
環
境
に
つ

い
て
学
習
す
る
。

●
川
員
が
自
主
企
画
し
て
班
別
に

研
修
す
る
。

閙
テ
ー
マ
研
修
コ
ー
ス

《
欧
州
派
遣
、
オ
セ
ア
ニ
ア
派

遣
、
南
米
派
遣
）

・

「
環
境
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研

修
を
実
施
す
る
。

●
ホ
ー
ム
ス
テ

‘。
等
を
通
じ
て
生

活
体
験
や
交
流
を
図

る
。

・

団
員
か
自
土
企
画
し
て
班
別
に

研
修
す
る
。

◇
派
遣
国
お
よ
び
期
間
等

Ｋ　　　 分 訪　　　　 問　　　　 国 期問 人数

地城間文流コース

北 米 派 遣 カナダ 10日間 15名

中 国 派 遣 中華人民共和国 10日間 15名

テーマ研修コース

欧 州 派 遣 デンマーク、ドイツ 15H問 10名

オセアニア派遣 オーストラリア，ニュージーランド 15日間 10名

啝 米 派 遺 ブラシ叭 バラグｒイ 171]間 10名

◇
町
か
ら
の
助
成

町
内
在
住
の
派
遣
団
員
に
は
、
町

か
ら
人
万
円
の
助
成
が
あ
り
ま
す

◇
募
集
期
間

四
月
二
日
丱
～
五
月
ト
ニ
Ｈ
窗

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
教
育
委
貝
会
生
涯
学
習
課
文
化
係

酋
６
2
6
7
6

乳
幼
児
医
療
費

助
成
対
象
年
齢
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

町
で
は
乳
幼
児
の
継
康
の
保
持
川

進
を
日
的
と
し
て
乳
幼
児
の
医
療
費

に
係
る
一
部
負
抄
金
を
町
か
助
成
す

る

‥
乳
幼
児
阪
療
費
助
成
町
騫
」
を

行
・
て
い
ま
す
．．

平
成
Ｌ
年
川
川

．
日
よ
り
従
来
の

吋
象
年
齢

一
二
歳
の
誕
生
日
の
月
ま

で
」
を
、

召
一
搬
の
誕
生
日
の
月
ま

で

‘
に
改
め
、
一
歳
引
き
Ｌ
げ
ま
し

た
．

－

問
い
合
わ
せ

一

保
健
福
阯
課
国
保
係

壼
叙
2
1
1
1
　

内
線
1
4
3

戸 籍 の 窓 口　　 （3月受付分）

出生おめでとうございます

子 の名　保護者　　町内会

政 友(まさとい 佐久間政笑 第　 二

大 矩(ひろのり)安藤 盛夫 前　 μj

誠( まこ と)渋谷　 蕉 光明 寺

翼( つぱ さ)虎岩 正之 宮 町 南

可奈子(か なこ)佐藤 吉弘 前　 川

奈 加(な　 か)村ｈ 吉男　山　 根

孝 則(たかのり)佐藤 典昭 大　 坂

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　 町内会

佐 藤 侠 弘　 Ｑ 田 上
りi|||

災香子　 保 原町

武 田 富士雄　 宮　 東
齏 藤 型名子　 青 森il

，

｛ 武 田 義 信　 第　 ’-ﾐ
根 本 召 枝　 二本松市

｛ 仲　野 栄 岬　 滝　 山
斎 藤 マユミ　 伊 達 町

｛ 引 地 友　ｔ　 源宗111柬
佐 ● ｆ 尋　 福 島 市

｛ 笠 訟 緜　胯　 滝　 山
鈴 木 美由紀　 宮　 載

｛ 佐 藤 智 踏･　宮　 東
高 嶋　11 子　 大･･EH

松 浦 嚊 美　 人 木戸りi
苗 洋 ｆ　 郎Ill rti

お く や み 申 し あ げ ま す

氏　　 名　 年齢　 町内会

若 生　う　ん　79　 鳥　 取

菊 地 キ 手　74　 第 十 一一

議 山 サ キ　71　 太 町 北

菅 野　カチヱ　82　 石母田西

遠　藤 正一一郎　82　 中　 郤

安 藤 正　蒹　81 前　 ｍ

實 沢 源 作　77　 第　 八

鯲 藤　占 鵆　61　 繭　 六

宍 戸 イッエ　85　 宮･「 北

菊 地　シ　ヶ　71　 第　　1･

占 ｍ マッノ　92　 山 崎 舘

牧 野　キ　ョ　75　 駅　 前

菊 地 久次郎　70　 宮 町 北

梅 沖 浚 希　 ０　滝　|11



心
身
障
害
者

福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

に
つ
い
て

町
で
は
、
四
月
か
ら
重
度
の
心
身

障
害
者
か
通
院
等
で
タ
ク
シ
ー
を
利

用
す
る
際
の
縄
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
タ
ク
シ
↓
利
用
券
を
交
付

す
る
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
制
度
を
始

め
ま
す
。

■
対
象
者

●
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
Ｊ
Ｒ

に
お
け
る
第
一
楝
身
体
障
害
者

一
雛
育
手
帳
所
持
荐
で
重
度
（
Ａ
）

精
神
薄
弱
暫
（
第
一
睡
睛
狆
薄
弱

者
）

■
制
度
内
容

・

一
枚
五
百
円
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券

を
年
間
十
二
枚
交
付
（
一
回
の
申

込
み
で
六
枚
ま
で
発
行
》

Ｉ
タ
ク
シ
ー
利
用
の
際
、
利
用
券
を

運
転
手
に
渡
し
割
引
き
を
受
け
る

（
一
回
の
利
用
で
一
枚
使
用
）

■
手
続
き

・
利
川
を
希
望
す
る
対
象
者
は
、
次

の
物
を
持
参
し
、
利
用
資
格
の
登

録
を
申
請
し
て
く
だ
さ
い

△
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
青

手
帳
と
印
鑑

△
四
月
二
〇
卩
（
木
）
か
ら
申
請
受

け
付
け

■

受
付
・
問
い
合
わ
せ
先

一

保
健
福
祉
課
福
祉
係

茜
S
2
1
1
1
　

内
線
１・
４
５

税
制
改
正
に
つ
い
て

昨

年

の
税
制

改
革

法
案

の
成
立

な

ど

に
よ
り

、
所
得

税

等
の
改
正

が
行

わ
れ

、
平

成
七
年

分
の

所
得
税

か

ら

適
用

さ
れ
ま

す

。

■

所
得

控
除

額
の

引
上

げ

ｅ

基
礎
控

除
額

か

。。「
卜
八

万
円

に
引

き
上

げ
ら

れ
た

ほ
か
、

各
価
所

得

控
除
領

か
三

万
円

引
き
上

げ

ら
れ

４
｀
し

た
。

Ｉ

そ
の
他

の
改
正

点

一

配

偶
者
控

除
や
扶

養
控

除

の
対
象

と
な
る
人

や
勤

労
学

生
控
除

か
受

け

ら
れ
る

人
の
｀
口
計
所

綿
金

額
要

件

・

白
色

事
業
専

従
者

控
除

翻
の

引
き

上

げ

●
給
与
所

得
控

除
額

の
引

き
上

げ

・

税
率

の
改
正

・

政
党
等

に
対
す

る
寄

付
金

税

額
控

除

制
礎

の
創

設

●
年

末

調
整

の
対

象

と
な

る
給
与

の

収

入
金
額

が
二

〇
〇

〇
万

円
以

下

な

ど

平
成
七
年
分

所
得
税
の
特
別
減
税

平
成
六
年
に
引
き
続
き
平
成
七
年

分
の
所
得
税
に
っ
い
て
も
。
特
別
減

税
か
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者

平
成
七
年
分
の
所
得
税
納
脱
者

■

特
別

減
税
額

罕
成

じ
年

分
所

得
税

の
卜

五
％

相

当
額

（
最
高

限

度
額

五
万
円

）

■

減
税
の

実
施

方

法

・

給
与
所

件
者

原

則
と

し
て
本

年

六
月

及

び
年
末

調
整

時

の
Ｉ
．
回

に
分
け

て
、

給
な
」

支
払

者

の
も

と
で

還
付

ま
た

は
控

除

・

公
的

年
金

等
の

受

給
咎

原
則

と
し

て
本

年

丿
月

か
ら
六

月

ま
で

と
、

じ
月

か

ら
卜
二

月
ま

で

の
閘
川

の

こ
回

に
分

け
、

そ
れ

ぞ

れ
の

期
間

の
最

終
の

支
給
月

に
還

付
さ

れ
ま
す

が

、
最

終
的

に
は

確

定
申
告

に
よ

っ

て
精

算

・

事
叢
所

得
者

等

事
業
所
得

や
不

助

産
所

得
等

か
あ

る
方

に
つ

い
て

は

、
平

成
七

年

に

納

付
す

る
予
定

納

税
額

の
減
税

ま

た
は
確
定

申
告

に
よ
り

特
別

減
税

の

適
用

■

問

い
合
わ

せ
先

・

福

鳥
税
務

署

霏
劭
3
1
2
1

～ 観 月 台 文 化 情 報 ～

｢ 津 軽 ひ ろ 子 歌 謡 シ ョ ー｣

と　き　平成7 年4 月四 日 ( 士) 午後2 時･ 午後6 時30分開演

入場料 無料( 招待券を持参ください)

「 ア キ レ ス ・ デ レ ヴ ィ ン

ピ ア ノ ・ リ サ イ タ ル 」

と　 き　 平成７年５月12 日（金）午後６畤30 分開演

プログラム　 シｊバン「ピア ノソナタ　 第２番」

ドピ４ －ノシー【プレ･に ード　 第 】集より」

リスト「ピア ノソナタ　 ロ短 調」ほか

入場料　 １，０００円（全席自由）

＊人場券取扱は観月台文化センター　85-2676

人 口 と 世 帯

４月１日現在（ 前月比） ３月中の勤き

人　日

［ 男5  .738人（－３２） 転人 ５８人

女6.  i45人（一部 ） 転出H1 人

計 ﾛ . 圏 4人（－60 ） 川生　7 人

死亡14 人

世帯数3  . 兆戸(  + 5 )

心 配 ご と 相 談 日 程 表

場所：役場コ 階佃|談窗

（東Ｓ 入口からお入りください ）･

時間：９畤～】２畤

こま ったことや．相破ごとかあ･j ま

したらお気頓にご相談ください．

４月２５μ （火）曳地 善作・村上ミチ子

５月Ｓ日(  月 ) を久間 崩・高鍼 窓子

５月1511 （月）武11　 勲・齋膓 浄子



PUBLIC 
HALLNEWS

公
民
館
だ
よ
り

国

見
町

公

民

館

国
見
町
大
字
藤
田
字
観
月
倉
1
5
　

’
？

｀
Ｈ

Ｕ

保

育

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

の

お

願

い

～
子
育
て
教
室
～

公
民
郎
で
は
、
幼
児
期
の
家
庭
教

育
の
大
切
さ
を
重
視
し
、
そ
の
心
鱗

え
や
知
識
、
技
術
な
ど
を
学
習
す
る

た
め
に
。
一
～
三
歳
児
を
も
っ
お
母

さ
ん
や
祖
父
母
を
対
象
に
し
て
「
子

育
て
教
室
」
を
鬨
い
て
お
り
ま
す

。

子
育
て
教
室
の
お
雄
さ
ん
だ
ち
か

安
心
し
て
勉
強
で
き
る
よ
う
に
、
子

ど
も
さ
ん
の
お
欧
話
を
保
育
ボ
ラ
ン

テ
ｆ
ア
の
方
々
に
お
願

い
し
て
参
り

ま
し
た
。
昨
年
は
十
四
名
の
方
に
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
か
、
都
合

で
出
ら
れ
な
い
方
も
あ
り
。
ど
う
し

て
も
人
手
不
足
に
な
り
か
ち
で
し
た
。

国
見
町
の
次
代
を
担
う
大
切
な
子

ど
も
さ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
噸

っ

て
。
よ
り
多
く
の
方
々
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
お
手

伝
い
を
い
だ
た
け
る
方
は
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
内
生
涯
学
習
係
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
。

就

任

の

あ

い

さ

つ

社
会
教
育
指
導
員

阿
部
義
男

こ
の
た
び
国
見
町
杜
会
教
育
指
岬

員
と
し
て
任
を
受
け
、
社
会
教
育
而

の
任
務
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
永
い
こ
と
中
学
皎
教
育
に
哩
念

し
て
参
り
ま
し
た
が
。
杜
会
教
育
の

面
で
は
素
人
で
す
。

大
変
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
か
、
多

く
の
方
々
の
御
指
導
や
御
協
力
を
得

て
、
爪
要
嗅
さ
れ
て
い
る
生
涯
学
習

の
実
践
に
取
り
組
み
、
よ
り
よ
い
成

蒙
か
得
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て

い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
順

い
い
た
し

ま
す
。

就
任
の
あ

い
さ
つ

社
会
教
育
指
導
員
　

佐

藤
富

子

こ
の

た
び
国
見

町
社

会
敦

育
指

噂

員

と
し
て

任
を
受

け

、
家

庭
教
育

を

担

肖
さ
せ
て

墳
く

こ

と

に
な
り
ま

し

た
．お

よ
そ

．・
．卜
印

学
校

教
育

に
閹

わ

こ

、
お
り
ま

し

た
が

、
今
心

は
末

知

の

分
野
で
す

の
で

毎

日
ウ

ロ
ウ

ロ
し

て

お
り
ま

す
．

一
日

し
早
く

仕

事
を

覚

え
職
場

に
慣

れ
て

杵
様

方
が
楽

し

く

仔
意
義

な
活
動

を
す

る
Ｉ
】
と
か
で

き
ま
す
よ

う

に
努
々

し

た

い
と
Ⅲ
麌

て

お
り

ま
す
．

Ｔ
『
つ
ｆ

の
魂

酉
ま

で
に

と
片
か

ら
・
ぱ
わ

れ
て

お
り

ま
す

よ
う

に
幼
児

の
し

っ
け

は
本

町

に
人

切
な

亊
だ

と

川
麌

て

お

り
ま
す
『
．
そ

ん
な

而
か

ら

少
し
で

も

お
役

に
立
ち

た

い
と
張

り

切

っ
て
お

り
ま
す

．

お
礼
の
こ

と
ば

加
藤
拙
生

ｆ
成
已
年
卜
月
公
民
館
に
お
匪
話

に
な

‘。
て
か
ら
、
四
乍
ｔ

の
川
凵
が

経
ら
ま
し
ぺ

こ
の
間
、
杵
味
に
は
ほ

ん
と
う
に
お
…Ｆ
話
に
な
り
ま
し
た
『

公
民
館
の
事
梟
の
中
で
、
家
庭
教

育
、
と
ぐ
に

『
子
育
て
教
室
』
を
担

肖
し
ま
し
た
か
、
高
校
に
勤
め
て
い

て
。
家
庭
教
育
の
人
切
さ
を
父
兄
に

訴
え
て

い
た
の
か
。
逆
に
自
分
で
や

『
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
た
い
へ
ん

肖
惑
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
幼
児
教
育
の
重
要
さ
は

マ

。つ
子
の
魂
』
と
い
わ
れ
て

い
る

よ
う
に
頭
の
中
で
は
わ
か
二

、
い
た

の
で
す
か
、
尖
際
に
図
書
室
の
本
な

ど
を
読
ん
だ
り
、
お
話
を
聞
く
と
大

変
な
仕
事
を
や

い
て
い
る
の
だ
な
と

痛
感
し
た
も
の
で
す

こ
の
よ
う
に
学
皎
教
育
で
は
経
験

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
勉
強
し
、
肖

屯
な
体
験
を
さ
せ
て
濆
い
た
こ
と
を

あ
り
か
た
く
思

っ
て
お
り
、
町
民
の

皆
ほ
と
お
付
（
口
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と

は
、
私
の
生
涯
の
宝
で
あ
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
か
、
皆
様
の

ご
健
康
と
、
こ
の
新
し
い
文
化
の
殿

堂
で
あ
る
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
お
折
り

申
し
上
げ
お
礼
の
こ
と
ば
と
い
た
し

ま
す
。

忘

れ

な

い

で

加

人

し

ま

し

ょ

う

～
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
～

こ
の
ほ
険
は
．
ス
ボ
ー
ツ

ー
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
活
動
・
地
域
活
動
等

を
行
う
瓦
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対

匁
と
し
て
、
往
復
途
上
む
含
め
た
グ

ル
ー
プ
活
動
中
の
傷
害
事
故
お
よ
び

賠
償
責
任
を
負
う
事
故
を
補
俄
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
心
臓
マ
ヒ
な
ど
の
突
然
死

に
対
し
て
共
済
見
舞
金
か
支
払
わ
れ

ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
事
故
に
備
え
て
、

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
令
保
険
に
加
入
し

活
動
に
専
念
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
体
育
係

（
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
事
務
室
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

新
着
図
書
案
内

～
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

図
書
室
・
児
童
室
～

ふ
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
な
お
、
同
蠢
室
・
児

童
宝
を
ご
利
用
の
際
は
、
事
務
室
で

受
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願

い
し
ま
す
。

【

一

般

図

書

】

耆
　

名
　
　
　

著

者

名

大

江

健

三

郎

全

作

品

大

江

健

三

郎

両

旆

森

鴎

外
　
　
　

松

本

消

張

顔

而

麻

痺
　
　
　
　

ピ

ー
ト

た

け
し

忍

ば

ず

の

女
　
　
　

高

峰

秀

子

寂

聴

Ｈ

め

く

り
　
　

瀬

戸

内

寂

聴

大

往

生
　
　
　
　
　

永
　

六

輔

天

使

の

自

立

（

卜

・

下

）

・
ン
ド
ニ

イ
・

シ

’‐
ル
ダ

ン



母
の
恋
文
　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎

夜

会
　
　
　
　
　

中
島
み
ゆ
き

臨
死
体
験
（
上
・
下
）
立
花
　

陸

我
が
老
後
　
　
　
　

佐
藤

愛
子

【
児

童

図

１

書
　

名
　
　
　

発

行

所

カ
ッ
バ
の
ク
ー
　
　

岩

波

書

店

臂
の
上
の
七
つ
の
太
陽
　
　

″

り
こ
う
す
ぎ
た
王
子
　
　
　

″

お
匕
さ
ん
は
原
峭
人
だ
・
た
偕

成

吐

七
つ
の
恐
怖
物
甜
　
　
　

″

二
丁
月
の
幽
霊
　
　
　
　

″

夜
の
学
校
に
ご
用
心
　
　

″

ジ
ャ
ン
グ
ル
ー
ブ
ヴ
グ
　

福

音
　

館

宝
さ
か
し
の
子
ど
も
た
ち
　
　
　

″

ニ
ワ
ト
リ
号
一
番
の
り
　
　

″

他
に
も
多
数
購
入
し
ま
し
た
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

～生涯学習で

潤いのある

人生を送りましょう～

平成７年度　教　室　生・学　級　生　募　集

趣　　　　　　　　 旨 内　　　　　　　　　　　　　　　 容 対　　 象 申 し 込 み

子

育

て

教

室

幼児期の家庭教育の重要性

を白覚し、その知識や技術

などを学習する。

○期　　 間　平成７年５月～平成７年12月

○回数・時間　毎月第２、第４金曜日

午前10時～11時30分

○学 習 内 容 幼児教青の基本と心構え、しつ

け、幼児鹵、桧本や童話の選び

方、食事と健康など。

○お や つ 代　年間2. 円

１～３歳児を

持つ母親及び

祖父母

定員20 名

各教室・学級

への参加ご希

望の方は、申

し込み番を添

えて観月台文

化センター内

生涯学習係ま

でお申し込み

ください。

女

性

教

室

女性として心登かて`健康に

生きるため、教養や趣味 を

身につけたり健康づくりに

努める。

○期　　 間　平成７年５月～平成８年２月

ｏ回数・時間　年間15回

午前９時30分～ⅱ B 30分

○学 習 内 容 女性の生涯掌習、健康管理、時

亊問題．趣味、スポーツ、グル

ープ活動など。

Ｏ運 営 費　年間500 円

町内に居住す

る20歳～60 歳

代の女性

成

人

学

級

現代社会に対応できる知識

や妓能などを学習し．心畳

かに生きがいのある生活を

送れるようにする。

○期　　 間　平成７年６月～平成８年２月

○回数・時間　年間14回

午後１時30分～３時30分

Ｏ学 習 内 容-- 般教養、映画観賞、世代間交

流．町政、料理実桝、健康づく

り、 グループ活助など。

○連 営 費　年間 し 08円

町内に居住す

る20歳～60政

代の男女

阿

津

賛

志

学

級

商齢化社会に適応した生き

方を自覚し、教養や趣味を

高めて、心豊かで充実した

生活を送れるようにする。

○期　　 間　平成７年４月～平成８年３月

○回数・時間　年間40回( グループ活助も含む)

午前９時～11時30分

○学 習 内 容　一般教簀、健康管理 町 政 ､

花我培、交通教室、グループ活

動など。

○運 営 費　年間1  .000円

町内に居住す

る概ね65歳以

上の男女

※詳しくは、お気催に観月台文化センター内生涯学習係におたずねください。



T 0 P I C S わだい
火
災
予
防
を
期
し
て

～
初
午
行
事
～

国

見
町

消
防
団

で

は
Ｉ
．．
月

の
第
二

日
曜

日

に
初
午

行
事

を
行

・
て

い
ま

す
．三

月
ト

ニ

＝
．

招
集
信

号

を
合
図

に
各
分
団

ご
と
に
集

ま

ｆ．
た
団
員

の

皆

さ
ん

は
、

分
団
内

の

消
防

水
利

の

点
検
や

放
水

訓
練

、
火

災
予

防
啓

発

チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
乾
燥
期
に
備
え
て
、
防
火
体
制

の
万
全
を
期
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
団
幹
部
団
ｎ

の
皆
さ

ん
十
四
名
は
、
役
場
に
集
合
し
た
後
、

各
分
団
の
消
防
施
設
や
消
防
水
利
等

の
要
望
箇
所
を
巡
視
し
ま
し
た
。

安
心
の暮

ら
し
の
中
心

火
の
用
心

初 午

十
六
名
が
卒
川

～
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
～

三
月
十
二
日
、
藤
田
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
卒
団
式
が
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
大
研
修
室
で
行
わ
れ
、
団
八
や

父
兄
な
ど
七
卜
名
か
川
席
し
ま
し
た
。

卒
団
式
で
は
、
呻
津
武
心
川
長
が

あ
い
さ
つ
を
行

い
、
冨
水
武
夫
町
長

ら
が
呪
辞
を
述
べ
た
の
に
杖
き
。
十

六
名
の
卒
団
者
一
人
ひ
と
り
に
、
仲

津
団
妊
か
ら
記
念
品
か
Ｆ
岐
さ
れ
ま

し
た
Ｉ。

申Ｗ
ｆ
の
卒
川
膏
を
代
政
し
て
武
川

聡
さ
ん
が
『
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
学

ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て
酌
恨
り
ま
す
』

と
力
強
く
謝
辞
を
述
べ
、
な
ｆ
の
卒

団
各
代
表
の
後
藤
由
照
子
さ
え
も
後

輩
を
激
励
す
る
こ
と
ば
を
女
え
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た

藤田スポ少卒団式

ジ
ョ
ワ
ナ
先
生
と
交
歓

～
町
内
小
学
校
～

笑
晒
指
導
助
ｆ

の

バ
イ
ク
ロ
フ
ト

ー

ジ
７
ワ
ナ

亢
生

か
、
町
内

小

乍
皎

で

交

歓
会

を
行

い
、
児
童

た
ち

を
喜

ば

せ

ま
し

た
．

皃
歓
会

は

、
．．．月

じ
日

、
十
日

、

卜

．一
．Ｈ

、
卜

円
日
に
そ

れ

ぞ
れ
小

坂

小

、
人

木
．卩
小
、
轟

江
野

小
、
藤

田

小
で
に
‥‥
わ

れ
、
ゲ

ー
ム

や
ク
イ

ズ
を

通
し
て

お
互

い
の

グ
Ｊ
れ
あ

い

”
を

深

め
ま
し

た
．

大
作
汪
野
小

学
陵

で
は

、
二

階
多
目

的
ホ

ー

ル
に
児
取

忿
ほ

か
集

い
、
児

歃
代

表
の

．・
．人

が
英

語
で
歓

迎
の

こ

と

ば
を
述

べ
、

ジ

フ
ワ
ナ
光

生

が
日

本

語
で
自

己
紹

介
を

行

っ
た
後
、
・
ン

Ｊ
ワ
ナ
光

生
か

出
題
す

る

ク
イ

ズ
で

児
爪

令
員

か
楽

し
み

ま
し

た
．．

ジョワナ天１ と又歓

荒

谷

慈

さ

ん

が

結

婚

成

功

へ

の

プ
ロ
セ

ス
を

詬

る

三
月
二
十
七
日
、
エ

″
セ
イ
ス
ト

の
荒
谷
惑
さ
ん
を
招
き
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
は
、
国
見
町
農
業

。
生
活

改
良
推
進
員
協
議
会
の
主
催
に
よ
り
、

後
継
者
対
策
の
「
環
と
し
て
行
わ
れ

た
む
の
で
す
。

荒
谷
慈
さ
ん
は
、
結
婚
雑
誌

『
月

刊
結
婚
潮
流
』
の
柵
雌
長
を
勤
め
、

地
方
の
結
婚
、
後
継
者
川
題
を
テ

ー

マ
に
全
国
竚
地
で
溝
演
を
行
二

ヽ
い

ま
す

。
『
こ
ん
な
女
性
は
嫁
に
す
る

な
／・
』
な
ど
数
々
の
著
耆
か
あ
り
ま

す
。荒

谷
さ
ん
は
「
。唹
成
時
代
の
砧
婚

乍
佶
と
結
婚
成
功
へ
の
プ
ロ
セ
ス
」

と
題
し
た
講
演
の
な
か
で
、

い
結
婚

で
き
な
い
理
由
は
何
か
」
「
嫁
と
姑

の
関
係
」
な
ど
を
取
り
あ
げ
。
熱
っ

ぽ
く
講
演
し
ま
し
た
、

阪神大震災義援金

Cy菅 野　 健 様(2,0 《)O円)

D〉二の 他 . 3 幻円 の 義援 血

が窓 口に寄 せら れ まし た.，

あ り がと うござい ましと

編集日記 小111学校の人学式の取材をしていて、緊張している新一年生

を見ていると昔の自分とオーパーラ･｡ブ。

ところで、今の自分は大人になｰ､だ？それともイケ ズに？　

(Ｍ)
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